
 

平成１８年１２月２１日 

 

 愛知県環境影響評価審査会 

  会 長 成 瀬 治 興 様 

 

                               愛知県環境影響評価審査会 

                     設楽ダム自然系部会 

                                    部会長 芹 沢 俊 介 

 

豊川水系設楽ダム建設事業環境影響評価準備書について（報告） 

 平成１８年９月１１日に審査を依頼されたこのことについては、別添のとお

りです。 

 

資料３ 
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別 添

 

豊川水系設楽ダム建設事業環境影響評価準備書に係る 

自然系部会報告 

 

 豊川水系設楽ダム建設事業環境影響評価準備書について、環境の保全の見地から

慎重に検討を行った。 

 本事業の予定地周辺は、豊かな自然環境が広がり、多様な生物の生息・生育の場

であるとともに、地域住民にとって重要な生活・生産の場である。本事業はこのよ

うな場所に大規模なダム建設事業を行うものであり、事業実施に当たっては環境保

全に万全を期す必要がある。 

 事業者においては、以下の事項について慎重に検討し、その結果を環境影響評価

書（以下「評価書」という。）に記載するとともに、自然環境及び生活環境に与える

影響についてできる限り回避・低減が図られるよう努めることが必要である。  

１ 全般的事項 

（１）ダムの規模（貯水池容量）については、その規模とした理由について評価書

に記載すること。 

（２）事業の実施に当たっては、環境保全に関する最善の対策や技術を導入するな

ど、より一層の環境影響の低減に努めること。 

（３）環境への影響に関して新たな事実が判明した場合などにおいては、必要に応

じて適切な措置を講じること。 

（４）ダムからの放流量の管理、運用に当たっては、ダムから下流、特にダムの直

下から野々瀬川合流点までについて、水位、流量等を河川の持つ自然な変動に

より近づけるよう配慮すること。 

（５）工事中及び供用後において、出水現象に依存すると考えられる生態系を維持

するため、ダム下流の水質や土砂の移動、魚類、河畔の植生などについても環

境監視を行うこと。 

（６）環境監視については、専門家の意見を聴いて、必要に応じ調査範囲を拡大す

るなど、適切な環境監視計画を作成し実施するとともに、その結果に基づき必

要な措置を講じること。 

（７）試験湛水期間中については、下流河川への影響を低減するため、ダム直下の

水量の確保及び水質の維持に努めること。 
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２ 動物、植物、生態系 

（１）環境保全措置としてのネコギギ等の移植が検討されているが、移植された動

植物は移植先では移入種になることから、やむを得ず移植を行う場合には、現

在の生息・生育の有無や個体密度を限定している要因などについて調査をした

上で慎重に行うこと。 

 また、移植種の生息・生育状況について、期間や方法について専門家の助言

を踏まえ監視を行うとともに、その結果に基づき必要な措置を講じること。 

（２）事業実施区域周辺に生息しているクマタカについては、工事中の影響を低減

するため、専門家の助言を踏まえ、工事の時期や方法を工夫するとともに、工

事中及び供用後においてクマタカの繁殖状況を適切に監視すること。 

 また、アカショウビンについても適切に監視すること。 

（３）新たな湿地環境を整備する場合は、その整備時期、整備場所・規模、整備及

び管理の主体を明らかにすること。 

（４）湿地環境の整備や貯水池の管理に当たっては、移入種や外来種による地域の

生態系への影響の防止に配慮すること。 

（５）付替道路等の構造については、動物の移動経路の分断による影響の低減に配

慮すること。 

（６）事後調査については、専門家の助言を踏まえ、適切に調査時期や調査方法な

どを検討し行うこと。なお、できる限り環境への影響が小さい手法を採用する

など調査地域の生態系に十分配慮すること。 

 

３ 景観 

ダム周辺の景観については、周辺の施設や建物の形状等の工夫などにより、周

囲の自然地形に馴染んだ風景となるよう配慮するとともに、貯水池の流木やゴミ

の撤去等適切な管理に配慮すること。 
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４ 人と自然との触れ合い活動の場 

（１）ダム工事中及びダム完成後の東海自然歩道については、国土を縦断する東海

自然歩道の持つ自然との触れ合い機能が維持され、また、公園計画との整合が

図られるよう、関係機関と十分調整すること。 

（２）事業実施区域周辺において、水辺を利用する「人と自然との豊かな触れ合い」

が継続できるよう、地域の意見を十分聞いて、必要に応じて適切な措置を講ず

ること。 

 

５ その他 

（１）評価書の作成に当たっては、住民などの意見に配慮するとともに、住民など

にわかりやすい内容となるよう努めること。 

（２）事業の実施に当たっては、地域住民からの環境に関する要望に対して適切に

対応すること。 

（３）事業者においては、今後とも本事業についての地域住民の理解が深められる

よう、説明会の開催や工事に関する情報及び各種の調査結果の提供等に努める

こと。 
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検 討 の 経 緯 

                                                                 

 

年 月 日  会 議  備    考  

平成18年９月11日 審査会  知事からの諮問  

準備書の内容の検討  

住 民 意 見 の 概 要 等 の 検 討

部会の設置及び付託  

平成18年10月11日  部 会  準備書の内容の検討  

平成18年11月１日  部 会  準備書の内容の検討  

平成18年11月29日 部 会 準備書の内容の検討 

公聴会意見の検討 

関係市町長意見の検討  

部会報告の検討 
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愛知県環境影響評価審査会設楽ダム自然系部会委員 
 

 内田 臣一 愛知工業大学工学部助教授 

 梅村 武夫 名古屋大学名誉教授 

 岡本 真理子 東海女子大学人間関係学部教授 

 小池 隆 三重大学生物資源学部教授 

 駒田 格知 名古屋女子大学家政学部教授 

 清水 正一 中京大学総合政策学部教授 

◎ 芹沢 俊介 愛知教育大学教育学部教授 

 武田 明正 三重大学名誉教授 

 竹中 千里 名古屋大学大学院生命農学研究科教授 

 中村 浩志 信州大学教育学部教授 

 長谷川 明子 財団法人日本生態系協会評議員 

○ 丸山 宏 名城大学農学部教授 

 吉村 いづみ 名古屋文化短期大学生活文化学科教授 

     ◎部会長  ○部会長代理      （敬称略、五十音順）  

 


